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…
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町
民
の
皆
さ
ま
へ

台
風
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま

に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。ま

た
、
自
衛
隊
、
国
や
県
、
他
市

町
村
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
企
業
、
個

人
の
皆
さ
ま
か
ら
本
町
に
対
し
ま
し

て
温
か
い
ご
支
援
と
ご
厚
情
を
賜

り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

台
風
15
号
に
よ
り
、
町
内
全
域
で

長
期
間
に
わ
た
る
停
電
、
断
水
、
倒

木
が
発
生
す
る
と
と
も
に
、
住
家
を

は
じ
め
、
農
林
漁
業
施
設
、
商
業
施

設
な
ど
に
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
度
重
な
る
台
風
に
よ
り
不
安
な

日
々
を
過
ご
さ
れ
、
現
在
も
生
活
、

仕
事
の
再
建
に
向
け
て
大
変
な
ご
苦

労
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。今

後
も
、
町
と
し
て
最
大
限
の
対

応
を
行
い
、
一
日
も
早
い
復
興
に
向

け
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

九
十
九
里
町
長　

大
矢　

吉
明

■

り
災
証
明
書
・
被
災
証
明
書�

■

　

公
的
支
援
の
手
続
き
や
保
険
請
求

の
手
続
き
の
た
め
に
、必
要
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

り�

災
証
明
書
と
は　

住
宅
や
事
務
所
・

工
場
な
ど
の
被
害
程
度
を
証
明
す

る
も
の
。

・
り
災
証
明
書（
住
宅
）

　

�

税
務
課
課
税
係（
☎
70
︱

３
１
４
１
）

ま
で

・
り
災
証
明
書（
事
業
所・工
場
な
ど
）

　

�

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係（
☎
70
︱

３
１
７
６
）ま
で

被�

災
証
明
書
と
は　

被
害
を
受
け
た

事
実
を
証
明
す
る
も
の
。

※�

被
害
程
度
の
判
定
を
必
要
と
し
な

い
住
宅
の
被
害
、
住
家
以
外
の
家

財
、塀
・
門
な
ど
の
工
作
物
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
詳
細
は
総
務
課
交

通
防
災
係（
☎
70
︱

３
１
０
７
）ま
で

■

り
災
ご
み
の
受
け
入
れ�

■

　

東
金
市
外
三
市
町
環
境
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
で
処
理
で
き
る
物
に
限
り
、

り
災
ご
み
を
無
料
で
受
け
入
れ
ま
す
。

対�

象　

り
災
証
明
書
ま
た
は
被
災
証

明
書
を
お
持
ち
の
方

※�

詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

問
い
合
わ
せ
先
ま
で

問
い
合
わ
せ

　

�

東
金
市
外
三
市
町
環
境
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー　

☎
55-

９
１
４
１

■

千
葉
県
農
業
・
漁
業
災
害
対
策
資
金�

■

　

台
風
15
号
で
被
災
し
た
農
業
・
漁

業
者
を
対
象
に
無
利
子
で
借
入
で
き

る
千
葉
県
農
業
・
漁
業
者
対
策
資
金

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

・�

農
業
、
漁
業
経
営
の
主
宰
者
と
し

て
責
任
を
負
う
方

・�

年
間
総
所
得
の
う
ち
、
農
業
・
漁

業
に
係
る
所
得
が
50
％
以
上
を
占

め
る
方

経
営
安
定
資
金

・�

資
金
用
途　

農
業
・
漁
業
の
再
生

産
に
必
要
な
資
金

・�

貸
付
限
度
額　

被
害
額
の
80
％
以

内
で
10
～
６
０
０
万
円

・
償
還
期
間　

7
年
以
内

施
設
復
旧
資
金

・�

資
金
用
途　

農
業
、
漁
業
用
施
設

が
破
損
し
た
場
合
の
現
状
を
復
元

す
る
た
め
に
必
要
な
資
金

・�

貸
付
限
度
額　

被
害
額
の
80
％
以

内
で
10
～
１
，０
０
０
万
円

・�

償
還
期
間　

8
年
以
内（
う
ち
据

置
２
年
以
内
）

申�

請
に
必
要
な
も
の　

り
災
証
明
書

ま
た
は
被
災
証
明
書

問
い
合
わ
せ

・�

農
業
に
つ
い
て
▼
産
業
振
興
課
農

業
振
興
係　

☎
70-

３
１
７
１

・�

漁
業
に
つ
い
て
▼
産
業
振
興
課
商

工
観
光
係　

☎
70-

３
１
７
６

■

強
い
農
業
・
担
い
手
づ
く
り
総
合�

■

　

台
風
15
号
の
暴
風
雨
に
よ
り
被
害

を
受
け
た
農
業
用
ハ
ウ
ス
や
畜
舎
、農

業
用
施
設
・
機
械
な
ど
の
再
建
・
修

繕
な
ど
を
支
援
い
た
し
ま
す
。

対�

象　

農
業
用
ハ
ウ
ス
な
ど
が
被
災

し
た
方
で
、被
災
し
た
施
設
の
復
旧

な
ど
を
行
い
今
後
も
農
業
経
営
を

継
続
す
る
農
業
者

支�

援
内
容　

農
産
物
の
生
産
・
加
工

に
必
要
な
施
設
・
機
械
の
再
建
、修

繕
、撤
去
お
よ
び
農
業
用
・
加
工
用

機
械
の
取
得
、修
繕
に
関
わ
る
費
用

を
支
援

申
請
に
必
要
な
も
の

・
被
災
状
況
の
分
か
る
写
真

・�

事
業
費
が
確
認
で
き
る
書
類（
見

積
書
、契
約
書
、納
品
書
、請
求
書
、

領
収
書
な
ど
）

・�

園
芸
施
設
共
済
に
加
入
し
て
い
る

場
合
は
、そ
の
関
係
書
類

・�

平
成
30
年
分
確
定
申
告
書
、
消
費

税
申
告
書
お
よ
び
決
算
書

・�

被
災
し
た
施
設
の
面
積
が
わ
か
る

書
類

問
い
合
わ
せ

　

産
業
振
興
課
農
業
振
興
係

　

☎
70-

３
１
７
１

■

く
じ
ゅ
う
く
り
安
全
・
安
心
メ
ー
ル�

■

　

災
害
・
避
難
情
報
な
ど
緊
急
性
の

高
い
情
報
や
行
政
情
報
を
メ
ー
ル
配

信
し
て
い
ま
す
。

　

携
帯
電
話
な
ど
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
が
あ
れ
ば
、ど
な
た
で
も
無
料
で
登

録
で
き
ま
す
。
災
害
の
発
生
に
備
え

情
報
取
得
手
段
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

※�

右
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
登
録
ア
ド

レ
ス（kujukuri@

entry.m
ail-dpt.

jp

）を
読
み
込
み
、
空
メ
ー
ル
を
送

信
す
る
こ
と
で
登
録
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
交
通
防
災
係

　

☎
70-

３
１
０
７

被
災
状
況
の
記
録
を
お
願
い
し
ま
す  

　

台
風
15
号
に
よ
り
住
宅
に
被
害
を

受
け
た
方
を
対
象
に
、国
の
支
援
制
度

が
創
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

住
宅
に
被
害
を
受
け
た
方
は
念
の

た
め
、
被
害
状
況
を
写
真
で
記
録
し
、

撮
影
箇
所
が
被
災
し
た
住
宅
の
ど
こ

か
を
明
確
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

※�

支
援
制
度
の
内
容
に
よ
っ
て
は
支
援

対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

台風被害への支援　※10月16日現在

支
援
交
付
金（
被
災
農
業
者
支
援
型
）

台風15号による強風で倒壊した倉庫が道路をふさぐ

台
風
か
ら
の
復
興
に
向
け
て

台風 15号による被害状況　※ 10月 3日現在

■人的　　軽傷1名
■停電　　9月10日（火） 6,600件、9月15日（日）おおむね復旧
　　　　　9月22日（日）停電復旧　
■断水　　9月9日（月）5,854戸、9月11日（水）おおむね解消　30％節水
　　　　　9月17日（火）断水解消、節水解除
■住宅　　一部損壊211件
■施設　　公共施設26件、中小企業施設19件、水産業施設25件
■農業　　�農作物57.7ha（水稲、ネギ、トマトなど）、農業施設、ハウス152件、

畜舎6件、生乳廃棄3.7ｔ
■その他　�倒木11本、建物の一部が6カ所道路をふさぐ、各町営駐車場トイレ

一部損壊など
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任
期
満
了
に
伴
う
九
十
九
里
町
長
選
挙
で
、再
選
を
果
た
し
た
大
矢

吉
明
町
長
が
町
役
場
に
初
登
庁
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
10
月
12
日
か
ら
の
４
年
間
、九
十
九
里
町
政
の
か
じ
取
り
を

担
い
ま
す
。

九
十
九
里
町
町
民
憲
章

わ
た
し
た
ち
は
、
自
然
の
環
境
に
恵
ま
れ
た
ふ
る
さ
と
九
十
九

里
町
の
か
ぎ
り
な
い
繁
栄
を
願
い
、
広
い
交
流
の
も
と
に
、
住
み

よ
い「
海
浜
文
化
都
市
」建
設
を
め
ざ
し
、こ
こ
に
、こ
の
町
民
憲

章
を
定
め
ま
す
。

一
、�ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
環
境
を
と
と
の
え
て
美
し
い
ま
ち
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、�教
養
を
高
め
、
心
豊
か
で
、
香
り
高
い
文
化
の
ま
ち
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

一
、�勤
労
を
尊
び
、
活
力
に
み
ち
た
、
働
き
が
い
の
あ
る
快
適
な

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、�か
ら
だ
を
き
た
え
、
笑
顔
の
あ
ふ
れ
た
明
る
い
ま
ち
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

一
、�老
人
に
い
き
が
い
を
、若
者
に
は
夢
の
あ
る
し
あ
わ
せ
な
ま

ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

この度の九十九里町長選挙におきまして、町民の皆さまをはじめ各
方面から力強いご支援とご厚情を賜り、引き続き２期目の町政運営を
担うこととなりました。衷心より感謝申し上げます。
もとより微力ではございますが、皆さまからお寄せいただきました

信頼とご期待に応えるべく、決意を新たに「海浜文化都市九十九里」の
実現に全力で取り組み、町の更なる発展に最大限の努力を重ねてまい
る所存でございますので、今後ともご支援、ご協力を賜りますようお
願い申し上げます。
結びに、九十九里町の繁栄と皆さまのご健勝、ご多幸をご祈念申し

上げ、就任のあいさつとさせていただきます。

９月議会定例会におきまして議員の皆さまからのご推挙を賜り、議長
に就任いたしました。
少子高齢化が進み、本格的な人口減少社会を迎える中、福祉や医療の

あり方、地域防災力の強化、地方創生の推進など、地方自治体の果たすべ
き役割はますます大きくなっております。本町におきましても、地域の特
色を生かしつつ、安全で安心な住みよいまちづくりのために、議員一人ひ
とりが役割を十分に果たし、町民の皆さまの声を町政に反映させることが
できるよう、より一層の精進を重ねてまいりたいと考えております。
今後とも、町民の皆さまのご支援とご協力をお願い申し上げ、議長就

任のあいさつといたします。

この度、議員各位のご推挙により、第 48 代副議長に就任させていた
だきました。身に余る光栄であるとともに、職責の重さを痛感いたし
ております。
今後は、議長の補佐役として重責を全うしながら、町民から信頼される

円滑な議会運営を心掛け全力を傾注してまいります。本町では少子高齢
化や人口減少社会を迎え、行政課題も山積しており、より一層厳しい町政
運営が求められております。町の発展はもとより、町民にとって魅力ある
まちづくりと未来に輝くまちづくりに向けて、全身全霊をささげ、尽くし
てまいる所存でございますので、ご理解とご協力をお願い申し上げます。
結びに、過日に発生した台風により、被災されました町民の皆さま方に

心よりお見舞い申し上げ、就任のあいさつといたします。

大
矢
町
長
就
任

九
十
九
里
町
議
会

２
期
目
ス
タ
ー
ト

議
　
長
あ
い
さ
つ

副
議
長

町長

大矢　吉明
町議会

内山　菊敏 議長

町議会

古川　徹 副議長

新
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7

国
民
健
康
保
険
は
、病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
、み
ん
な
で
助
け
合
う
制
度
で
す
。

皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た
め
の
大
切
な
制
度
で
あ
る「
国
民
健
康
保
険
」へ

の
ご
理
解
と
、
大
切
な
財
源
で
あ
る「
国
民
健
康
保
険
税
」の
納
期
限
内
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

加
入
の
届
け
出
が

�

遅
れ
る
と･･･

被
保
険
者
証
が
な
い
た
め
、
医
療

費
を
全
額
自
己
負
担
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

届
け
出
が
遅
れ
た
場
合
、
加
入
す

べ
き
月（
退
職
の
翌
日
、
転
入
日
な

ど
）
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
を

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

保
険
税
の
納
付
は
、
届
け
出
を
し

た
日
か
ら
で
は
な
く
、
異
動
し
た
日

か
ら
に
な
り
ま
す
。

喪
失
の
届
け
出
が

�

遅
れ
る
と･･･

会
社
な
ど
の
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
た
方
は
、
国
民
健
康
保
険
を
喪
失

す
る
届
け
出
が
必
要
で
す
。

喪
失
す
る
手
続
き
が
遅
れ
た
場
合
、

い
つ
ま
で
も
国
民
健
康
保
険
の
加
入

者
と
な
る
た
め
、
保
険
税
が
課
税
さ�

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

保
険
税
は
納
期
限

�

ま
で
に
納
付
を
‼

　

保
険
税
は
、
皆
さ
ん
の
医
療
費
な

ど
を
賄
う
大
切
な
財
源
で
す
。
必
ず

納
期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
税
の
納
付
に
は
、
納
め
忘
れ

の
な
い
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。
口

座
振
替
の
手
続
き
に
は
、
口
座
振
替

取
扱
金
融
機
関
に
次
の
も
の
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

①
税
金
の
納
付
書

②
通
帳
、
印
か
ん（
通
帳
印
）

③�

預
金
口
座
振
替
依
頼
書（
口
座
振

替
取
扱
金
融
機
関
、
税
務
課
で
用

意
し
て
い
ま
す
）

※�

町
外
の
金
融
機
関
で
手
続
き
さ
れ

る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

住
民
課
国
保
年
金
係

　

☎
70-

３
１
５
２

税
務
課
徴
収
係

　

☎
70-

３
１
４
３

◆
保
険
税
を
滞
納
す
る
と
…

①
納
期
限
を
過
ぎ
る

督
促
状
な
ど
が
送
付
さ
れ
延
滞
金

の
加
算
や
差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納

処
分
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、国
民
健
康

保
険
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
な
ど
の
交
付
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
未
納
が
続
く

通
常
の
被
保
険
者
証
の
代
わ
り
に

有
効
期
間
の
短
い
被
保
険
者
証
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

③
納
付
期
限
か
ら
１
年
過
ぎ
る

被
保
険
者
証
の
代
わ
り
に
資
格
証

明
書
が
交
付
さ
れ
医
療
費
が
い
っ
た

ん
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

④
納
付
期
限
か
ら
１
年
６
カ
月
過
ぎ
る

国
民
健
康
保
険
の
給
付
の
全
部
ま

た
は
一
部
が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
。
そ

れ
で
も
滞
納
を
す
る
と
差
し
止
め
ら

れ
た
保
険
給
付
額
か
ら
滞
納
分
が
差

し
引
か
れ
ま
す
。

滞
納
し
た
ま
ま
に
せ
ず
納
税

相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

成
人
男
性
で
対
象
年
齢
の
方
に
風

し
ん
抗
体
検
査
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
結
果
「
十
分
な
量
の
抗
体

が
な
い
」
と
判
定
さ
れ
た
方
に
は
、

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

今
回
、
対
象
と
な
っ
て
い
る
方
は
、

公
的
な
予
防
接
種
の
機
会
が
な
く
、

風
し
ん
の
抗
体
保
有
率
が
他
の
世
代

に
比
べ
て
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
感

染
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
社

会
全
体
が
抗
体
を
持
つ
こ
と
が
重
要�

で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
抗
体
検�

査
・
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

実�

施
期
間　

令
和
４
年
３
月
31
日

（
木
）
ま
で

対�

象
者　

昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭

和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

※�

今
年
度
は
、
昭
和
47
年
４
月
２
日

生
ま
れ
以
降
の
方
に
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

以
外
の
方
は
来
年
度
以
降
送
付
予

定
で
す
が
、
す
ぐ
に
検
査
を
希
望�

さ
れ
る
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

実�

施
場
所　

医
療
機
関
ま
た
は
、
職

場
の
健
診
な
ど

※�

町
内
で
受
け
ら
れ
る
医
療
機
関
な

ど
の
詳
細
は
左
記
ま
で

問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
健
康
指
導
係

　

☎
70-

３
１
８
２

10
月
１
日（
火
）か
ら
、ち
ば
フ
ラ
ワ
ー
バ
ス
の
運
行
す
る
海
岸
線
に

つ
い
て
、運
行
ル
ー
ト
の
変
更
が
行
わ
れ
、現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
バ
ス

停
留
所
の
一
部
を
廃
止
し
、新
規
に
７
箇
所
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

ル
ー
ト
変
更
に
伴
い
、
各
バ
ス
停

留
所
の
発
着
時
刻
に
も
変
更
が
生
じ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
の
際
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
時
刻
表
・
料
金

に
つ
き
ま
し
て
は
、
ち
ば
フ
ラ
ワ
ー

バ
ス
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
ち
ば
フ
ラ
ワ
ー
バ
ス
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
ご
利
用
例
■

　

�

小
関
納
屋（
乗
車
）
⇒
本
須
賀
交

差
点（
降
車
）
⇒
買
い
物（
ト
ウ

ズ
周
辺
）
⇒
向
渡
入
口（
乗
車
）

⇒
（
京
塚
経
由
）
ま
た
は（
蓮
沼

南
経
由
）⇒
小
関
納
屋（
降
車
）

※�
お
帰
り
の
際
、
本
須
賀
交
差
点
の

バ
ス
停
留
所
を
ご
利
用
さ
れ
ま
す

と
、
成
東
駅
方
面
へ
の
運
行
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

・
企
画
財
政
課
企
画
係

　

☎
70-

３
１
２
１

・
ち
ば
フ
ラ
ワ
ー
バ
ス

　

☎
82-

２
６
１
１

� http://w
w
w
.flow

er-bus.co.jp  
/index.php

新規運行ルートを走るフラワーバス

ぜひご利用を！

風
し
ん
抗
体
検
査

予
防
接
種
間

査
検

ち
ば
フ
ラ
ワ
ー
バ
ス
海
岸
線
運
行
ル
ー
ト
変
更
の
お
知
ら
せ

11
月
は「
ち
ば
国
保
月
間
」で
す
。 ▼ 運行経路 ▼

向渡入口
・運行ルート

黒太線→現行
黄色線→新規
紫点線→廃止

・バス停留所
「　」→現行
「　」→新規
「　」→廃止

伊予坊

荒場

京塚

作田海岸
作田北

成東海岸

小関丘

北新田

小関納屋

南川岸
作田南 中川岸 成東海水浴場

⇒至　山武市

妙智会
トウズ

かたかい
こども園

九十九里小学校九十九里小学校

セブンイレブンセブンイレブン

本須賀交差点
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お
ら
知せ

問い合わせ
東千葉メディカルセンター

　☎50ｰ1199
http://www.tkmedical.jpHP

糖
尿
病
教
室 

　

毎
月
、
糖
尿
病
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
テ
ー
マ
で
糖
尿
病
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
、

糖
尿
病
の
知
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

と
き　

12
月
６
日（
金
）午
後
２
時
～

と�

こ
ろ　

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー 

２
階
講
堂

内�

容　

血
管
の
お
話
と
糖
尿
病
Ｑ
＆�

Ａ
【
看
護
師
】、
家
族
と
一
緒
に�

健
康
食
を
食
べ
ま
し
ょ
う
！
～�

特
別
じ
ゃ
な
い
糖
尿
病
食
～
【
管

理
栄
養
士
】

費
用　

無
料

申
込
み　

不
要
、
直
接
会
場
へ

市
民
公
開
講
座 

と
き　

11
月
20
日（
水
）午
後
３
時
～

と�

こ
ろ　

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー 

２
階
講
堂

講�

師　

呼
吸
器
内
科　

医
長　

西
村

倫
太
郎 

演�

題　
「
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
っ
て

ど
ん
な
病
気
？
」

費
用　

無
料

申
込
み　

当
日　

受
付
に
て

産
婦
人
科
病
棟
見
学
会 

　

分
娩
施
設
を
検
討
中
の
妊
婦
さ
ん

と
ご
家
族
の
方
を
対
象
と
し
た
予
約

不
要
の
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
に
通
院
中
の
方
は
、
母
親
学
級�

へ
の
ご
参
加
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

と�

き　

12
月
７
日（
土
）午
後
２
時
～

と�

こ
ろ　

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー

内�

容　

施
設
見
学
や
入
院
中
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
説
明

費
用　

無
料

申
込
み　

不
要

世
界
糖
尿
病
デ
ー
イ
ベ
ン
ト 

　

世
界
糖
尿
病
デ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

と
き　

11
月
14
日（
木
）

と�

こ
ろ　

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー　

１
階
ロ
ビ
ー

内�

容　

血
糖
値
測
定
や
栄
養
相
談
な

ど
、
糖
尿
病
に
関
し
た
検
査
・
相�

談
会

費
用　

無
料

送
迎
バ
ス
の
運
行 

　

送
迎
バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

対�

象
者　

患
者
さ
ん
と
そ
の
付
き
添

い
の
方

定
員　

８
人

※
定
員
に
達
し
た
場
合
乗
車
不
可

利
用
料　

無
料

運�

行
経
路　

九
十
九
里
町
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー

⇔

東
金
市
役
所

⇔

東
千

葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

※�

時
刻
表
な
ど
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
各
バ
ス
停
、
東
千
葉
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
内
に
掲
載

病
院
職
員
募
集
・
病
院
見
学
会
・
復
職

支
援
研
修
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
「
検

診
を
活
用
し
た
健
康
づ
く
り
モ
デ
ル

事
業
」
と
し
て
、
胃
の
ピ
ロ
リ
菌
検

査
・
大
腸
が
ん
リ
ス
ク
検
査
・
肺
の

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
検
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

が
ん
の
発
症
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
喫
煙
、

不
適
切
な
生
活
習
慣
、
遺
伝
子
の
変

化
、
細
菌
・
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
な
ど

で
が
ん
に
か
か
わ
る
危
険
度（
リ
ス

ク
）
が
高
く
な
り
ま
す
。
モ
デ
ル
事
業

は
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
客
観
的
に

知
る
こ
と
で
、
皆
さ
ん
の
健
康
が
失
わ

れ
な
い
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
町
の
特
定
健
診
時
に
多

く
の
方
が
検
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

結
果
（
平
成
29
、
30
年
度
）
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
ピ
ロ
リ
菌
検
査

　

�

ピ
ロ
リ
菌
検
査
で
は
１
，５
７
０

人
中
４
５
０
人
が
陽
性
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
内
２
５
３
人
は
除
菌

済
み
、
ま
た
は
除
菌
予
定
で
し
た
。

ピ
ロ
リ
菌
は
胃
が
ん
の
リ
ス
ク
因

子
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

陽
性
の
方
は
除
菌
に
つ
い
て
主
治

医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◆
大
腸
が
ん
リ
ス
ク
検
査

　

�

大
腸
が
ん
リ
ス
ク
検
査
で
は
、
２
，

１
７
０
人
中
５
２
５
人
が「
大
腸

が
ん
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
い
体
質
」

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
平�

成
30
年
度
決
算
状
況（
開
院
５
年
目
）�

に
つ
い
て
は
左
の
表
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
。

と
い
う
判
定
で
し
た
。
こ
の
検
査

は
、
大
腸
が
ん
の
有
無
を
調
べ
る

検
査
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
町

の
大
腸
が
ん
検
診（
便
潜
血
検
査
）

と
併
せ
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、リ
ス
ク
が
低
い
方
に
つ
い
て

も
毎
年
の
大
腸
が
ん
検
診
を
受
け

て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

◆
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
検
査

　

�

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
検
査
で
は
、
１
，６
５
８

中
１
４
９
人
が「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
疑�

い
」
の
判
定
で
し
た
。
そ
の
う
ち
、

喫
煙
し
て
い
る（
い
た
）・
受
動
喫

煙
が
あ
る（
あ
っ
た
）
の
方
が
ほ�

と
ん
ど
で
、
全
く
タ
バ
コ
の
環
境

に
い
な
い
方
は
、
数
人
程
度
で
し

た
。
タ
バ
コ
は
呼
吸
機
能
に
大
き

な
影
響
を
与
え
、
手
術
な
ど
の
医

療
行
為
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
疑

い
が
あ
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
み
な

さ
ん
に
禁
煙
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※�

モ
デ
ル
事
業
で
陽
性
に
な
っ
た
方

は
そ
の
後
の
受
診
状
況
に
つ
い
て
、�

町
の
保
健
師
か
ら
連
絡
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

�

健
康
福
祉
課
健
康
指
導
係

　

☎
70-

３
１
８
２

厳
し
い
経
営
状
況
を
受
け
、
設
立

団
体
（
九
十
九
里
町
・
東
金
市
）
か

ら
千
葉
県
に
対
し
追
加
財
政
支
援
を

要
請
し
た
と
こ
ろ
、
平
成
30
年
度
末

に
30
億
円
が
一
括
で
措
置
さ
れ
、
資

金
繰
り
に
つ
い
て
は
一
定
程
度
の
安

定
化
が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
財
政
支
援
を
も
と
に
、
セ
ン�

タ
ー
で
は
財
務
体
質
の
改
善
を
図
り
、�

経
営
健
全
化
に
向
け
て
増
田
理
事
長

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
セ
ン

タ
ー
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
設
立
団
体
（
九
十
九
里

町
・
東
金
市
）
で
は
セ
ン
タ
ー
が
、

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
地
域
に
寄

り
添
い
信
頼
さ
れ
る
病
院
と
な
る
よ

う
、
千
葉
県
・
千
葉
大
学
医
学
部
附

属
病
院
と
共
に
引
き
続
き
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

�

健
康
福
祉
課
健
康
指
導
係

　

☎
70-

３
１
８
２

健

決

康

算

モ
デ
ル
事
業
実
施
結
果

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

項　　　　目 平成 30年度（開院 5年目）

当期純利益（△の場合は当期純損失）
※�（　）内は千葉県から追加財政支援 30億を
含めないもの

17億 7,200 万円
（△ 12億 2,800 万円）

繰越利益余剰金（△の場合は繰越損失）
※�（　）内は千葉県から追加財政支援 30億を
含めないもの

△ 39億 3,100 万円
（△ 69億 3,100 万円）

東千葉メディカルセンター長コラム第25回

大規模災害と台風被害について
� 理事長　増田　政久

当センターは 9月 7日に政府主催で行われた「令
和元年度大規模地震時医療活動訓練」に参加しまし
た。
この訓練は首都直下地震を想定したもので、千葉
県からは行政や医療機関をはじめとした40の機関
と1,000 人程度の医療関係者が参加し、多数傷病者
の受け入れや機関同士の連携の確認を行ないました。
当センターは県内に6カ所設置される活動拠点本
部のうちの1つとなり、災害対応訓練と並行して、
自衛隊の大型ヘリコプターを使用した搬送訓練など
も行われ、病院内外からのさまざまな機関の参加者
が真剣な面持ちで取り組んでいたのが印象的です。
この訓練が行われた直後に、千葉県は台風 15 号
の直撃により、甚大な被害を受けました。
東金・九十九里をはじめとした多くの地域が、一
刻も早く復旧を果たし、日常生活に戻れることを心
よりお祈り申し上げます。

【東千葉メディカルセンター平成30年度決算】
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11 10

お
ら
知せ

　

～
未
来
へ
と 

命
を
繋
ぐ

�

１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）
～

児
童
虐
待
に
よ
り
、
警
察
か
ら
児

童
相
談
所
に
通
告
さ
れ
た
要
保
護
児

童
は
県
内
で
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、

子
ど
も
の
命
が
奪
わ
れ
る
と
い
う
大

変
痛
ま
し
い
事
件
も
発
生
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
心
身
の
発
達
や
人
格

の
形
成
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
児

童
虐
待
の
防
止
は
、
社
会
全
体
で
解

決
す
べ
き
問
題
で
す
。

児
童
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る

子
ど
も
を
発
見
し
た
と
き
は
、
迷
わ

ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
１
８
９

　

子
ど
も
、
家
庭
１
１
０
番

　

☎
０
４
３-

２
５
２-
１
１
５
２

　

千
葉
県
警
察
少
年
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０-

７
８
３-

４
９
７

12
月
４
日
（
水
）
か
ら
10
日
（
火
）

は
「
人
権
週
間
」
で
す
。

人
間
は
誰
で
も
「
幸
福
な
生
活
を

送
る
権
利
」
を
持
っ
て
い
ま
す
。

人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め

に
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
権
利
が
人

権
で
す
。

「
あ
な
た
の
人
権
は
守
ら
れ
て
い

ま
す
か
？
」
こ
の
機
会
に
人
権
に
つ�

い
て
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
特
設
相
談
窓
口
】

　

こ
の
人
権
週
間
に
次
の
と
お
り
特

設
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

と�

き　

12
月
５
日
（
木
）
午
前
10
時

～
午
後
３
時

と�

こ
ろ　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
つ

く
も
学
遊
館

【
定
例
相
談
窓
口
】

定
例
の
相
談
窓
口
を
「
何
で
も
相

談
」
と
し
て
次
の
と
お
り
開
設
し
て

い
ま
す
。

と�

き　

毎
月
第
２
火
曜
日
、
午
前
10

時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
70-

３
１
６
２

　

千
葉
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
０
４
３-

３
０
２-

１
３
１
９

町
で
は
、「
安
全
で
安
心
し
て
住
め

る
地
震
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
す
る
た
め
、
木
造
住
宅
の
耐

震
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
お
よ

び
耐
震
改
修
工
事
を
実
施
し
た
場
合
、

一
定
の
条
件
の
も
と
、
そ
の
費
用
の�

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

近
い
将
来
、
発
生
す
る
可
能
性
が

高
い
と
い
わ
れ
て
い
る
首
都
直
下
地

震
・
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
に

よ
る
建
物
被
害
が
想
定
さ
れ
て
い
る

中
、
ご
自
身
の
住
宅
の
現
状
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
今
後
の
住
宅
の
維
持

管
理
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

◆
耐
震
診
断

・
補
助
限
度
額

　

４
０
，０
０
０
円（
１
戸
当
た
り
）

◆
耐
震
改
修
工
事

・�

補
助
限
度
額【
設
計
費
・
工
事
監

理
費
】

　

１
０
０
，０
０
０
円（
１
戸
当
た
り
）

・
補
助
限
度
額【
工
事
費
】

　

３
０
０
，０
０
０
円（
１
戸
当
た
り
）

問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
課
管
理
係

　

☎
70-

３
１
５
６

◆
加
入
要
件（
す
べ
て
に
該
当
）

①
60
歳
未
満

②
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

③
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

※�

国
民
年
金
の
付
加
年
金（
月
額

４
０
０
円
）へ
の
加
入
も
必
要

◆
保
険
料

　

�

月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７
千
円
の

間
な
ら
千
円
単
位
で
選
べ
ま
す
。

※
い
つ
で
も
見
直
し
が
可
能

◆
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
保
証

　

�

仮
に
80
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
場�

合
で
も
、死
亡
し
た
翌
月
か
ら
80
歳

ま
で
に
受
け
取
れ
る
は
ず
で
あ
っ

た
、
農
業
者
老
齢
年
金
の
現
在
価

値
に
相
当
す
る
額
が
死
亡
一
時
金

と
し
て
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
税
制
面
で
の
優
遇
措
置

　

�

保
険
料
は
、
全
額（
年
額
12
万
円�

か
ら
80
万
４
千
円
）
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
将
来
受

け
取
る
農
業
者
年
金
に
は
公
的
年

金
等
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

◆
国
か
ら
の
補
助

　

�

農
業
の
担
い
手
に
は
、
一
定
の
要�

件
を
満
た
し
た
場
合
、
国
か
ら
の

補
助
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
70-

３
１
７
３

人
が
イ
ヌ
に
か
ま
れ
る
事
故
が

平
成
30
年
度
は
県
内
で
１
４
０
件
発
生

11
月
は
「
動
物
に
よ
る
危
害
防
止

対
策
強
化
月
間
」
で
す
。
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
、
動
物
に
よ
る
事
故
や

迷
惑
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

・�

飼
い
イ
ヌ
が
人
を
か
ん
だ
と
き
は

保
健
所
へ
届
け
出
し
、
か
ん
だ
イ

ヌ
が
狂
犬
病
の
疑
い
が
な
い
か
ど

う
か
獣
医
師
の
検
診
を
受
け
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

・�

イ
ヌ
を
飼
う
場
合
に
は
、
事
故
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
な
し
つ
け
、
飼

い
方
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

・�

公
園
な
ど
も
含
め
イ
ヌ
の
放
し
飼

い
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
散
歩

は
イ
ヌ
を
制
止
で
き
る
方
が
、
短�

い
引
き
綱
な
ど
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

・�

イ
ヌ
の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病

予
防
接
種
は
、
法
律
に
定
め
ら
れ

た
飼
い
主
の
義
務
で
す
。

・�

ネ
コ
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

汚
物
や
鳴
き
声
に
よ
る
被
害
を
防

止
で
き
、
感
染
症
や
交
通
事
故
な

ど
の
危
険
か
ら
守
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
飼
い
主
の
い
な
い

ネ
コ
の
世
話
を
す
る
場
合
に
は
、

過
度
な
触
れ
合
い
は
避
け
ま
し
ょ

う
。

・�

イ
ヌ
ネ
コ
併
せ
て
10
頭
以
上
飼
う

場
合
、
保
健
所
へ
の
届
け
出
が
必

要
で
す
（
91
日
齢
未
満
の
イ
ヌ
ネ

コ
は
除
く
）。

・�

一
部
の
サ
ル
、
ヘ
ビ
な
ど
の
特
定

動
物
を
飼
う
場
合
は
、
あ
ら
か
じ�

め
保
健
所
長
の
許
可
が
必
要
で
す
。

・�

ペ
ッ
ト
が
い
な
く
な
っ
た
ら
す
ぐ

に
探
し
、
保
健
所
、
動
物
愛
護
セ

ン
タ
ー
に
電
話
な
ど
で
届
け
出
を

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
迷
子
札
を

付
け
た
り
、
動
物
病
院
で「
マ
イ�

ク
ロ
チ
ッ
プ
」
を
装
着
・
登
録
す

る
な
ど
、
保
護
さ
れ
た
際
に
飼
い�

主
が
分
か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・�

動
物
は
責
任
を
も
っ
て
最
後
ま
で

面
倒
を
み
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得

な
い
事
情
で
飼
え
な
く
な
っ
た
場

合
は
、
新
し
い
飼
い
主
を
探
し
て

く
だ
さ
い
。
保
健
所
、
動
物
愛
護

セ
ン
タ
ー
で
は
飼
い
主
探
し
を
お

手
伝
い
し
ま
す
。

・�

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、
動
物

愛
護
や
し
つ
け
、
動
物
由
来
感
染

症
な
ど
に
つ
い
て
、
学
校
や
地
域�

の
勉
強
会
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

�

山
武
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
54-

０
６
１
１

　

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
７
６-

93-

５
７
１
１

児
童
虐
待
防
止

対
策
推
進
月
間

止
防

人
権
週
間

人
権

耐

加

震

入

木
造
住
宅
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
工
事
補
助

農
業
者
年
金

（
担
い
手
積
立
年
金
）

動
物

動
物
に
よ
る
危
害
防
止
対
策
強
化
月
間

　千葉県内で事業を営む
使用者及びその事業場で
働くすべての労働者（パー
ト、アルバイト等を含む）
に適用される「千葉県最低
賃金」が次のとおり改定さ
れました。
令和元年10月1日から

時間額　923円

千葉県最低賃金改正

問い合わせ
　�千葉県労働局労働基準部
　賃金室　☎043-221-2328

山武郡市広域水道企業団からのお知らせ ☎0475ｰ55ｰ7851( 代表 )
http://www.water-sansui-ki.jp/

●平成30年度決算の状況について
　令和元年8月26日に開催された企業団議会8月定例会において、平成30年度の決算が認定されました
のでお知らせします。水道事業会計は、水道水をご家庭までお届けするための経営活動に要する収入及び
支出の「収益的収支」と水道施設を建設・改良するための施設整備に要する収入及び支出の「資本的収支」
から成り立っております。
　今後とも社会経済情勢の変化による水需要の動向などを見据えながら、経営の健全化を推進していくと
ともに、より質の高い給水サービスの実現をめざし、一層の経営努力を重ねてまいります。

●水道管の凍結防止対策について～水道管の冬じたく～
　季節が秋から冬へと変わり、寒さが厳しくなり気温が氷点下になると水道管が凍りやすくなります。
　ご自宅の水道管は大丈夫でしょうか？思わぬ出費を防ぐためにも、事前に凍結しやすい箇所を点検し、水道管の
凍結、破裂に備えましょう。
【水道管の凍結を防ぐには】
　水道管や蛇口部分に保温材を取り付けて下さい。この保温材は手近なもので、布、縄、フェルトなどがあります。
これらを利用し水道管や蛇口に巻き付け、その上からビニールテープ等を巻いて保温してください。

【収益的収支】 【資本的収支】

収 入
50億1,223万円

支 出
45億3,441万円

水道料金 76.0%
38億1,131万円 県補助金 7.0%

3億4,952万円

市町補助金 7.4%
3億7,265万円

その他 2.9%
1億4,296万円

受水費 58.9%
26億7,212万円

減価償却費 21.1%
9億5,455万円

人件費 6.5%
2億9,475万円

委託料 4.4%
2億2万円

その他 9.1％
4億1,297万円

当年度純利益
4億7,782万円

長期前受金戻入 6.7%
3億3,579万円 収 入

2億347万円

支 出
14億5,527万円

国庫補助金 76.1%
1億5,492万円

企業債償還金 5.5%
8,003万円

建設改良費 94.5%
13億7,524万円

工事負担金 23.9%

※減価償却費などの
現金支出を伴わな
い内部に留保され
る資金のこと。

補てん財源
12億5,180万円

4,855万円
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13 12

お
ら
知せ

こ
の
試
験
は
、
地
震
や
津
波
、
武

力
攻
撃
な
ど
の
発
生
時
に
、
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

を
用
い
て
緊
急
情
報
を
確
実
に
皆
さ

ん
に
伝
え
る
た
め
、
全
国
一
斉
に
実

施
さ
れ
ま
す
。

同
シ
ス
テ
ム
の
不
具
合
未
然
防
止

の
た
め
、
年
４
回
の
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

◆
第
３
回
以
降
の
実
施
日

第
３
回　

12
月
４
日（
水
）

第
４
回　

令
和
２
年
２
月
19
日（
水
）

※�

実
施
時
刻
は
午
前
11
時
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

◆
放
送
内
容

①
上
り
チ
ャ
イ
ム

②�

「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス�

ト
で
す
」×
３
回

③�

「
こ
ち
ら
は
、
防
災
く
じ
ゅ
う
く

り
で
す
」

④
下
り
チ
ャ
イ
ム

※�

「
く
じ
ゅ
う
く
り
安
全
・
安
心
メ
ー

ル
」
の
防
災
・
気
象
情
報
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
に
も
試
験
配
信
を

実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
交
通
防
災
係

　

☎
70-

３
１
０
７

◆
募
集
種
目

　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

◆
応
募
資
格

　

�

令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
、
15
歳

以
上
17
歳
未
満
の
男
子（
中
学
校�

な
ど
卒
業
者
お
よ
び
卒
業
予
定
者
）

◆
受
付
期
間

・�

推
薦　

11
月
１
日（
金
）
～
29
日

（
金
）締
め
切
り
日
必
着

・�

一
般　

11
月
１
日（
金
）
～
令
和�

２
年
１
月
６
日（
月
）
締
め
切
り�

日
必
着

◆
試
験
期
日

・�

推
薦　

令
和
２
年
１
月
５
日（
日
）

～
６
日（
月
）
の
間
の
指
定
す
る�

１
日

・�

一
般　
【
第
１
次
試
験
】
令
和
２�

年
１
月
18
日（
土
）　
【
第
２
次�

試
験
】
令
和
２
年
１
月
31
日（
金
）

～
２
月
３
日（
月
）
の
間
の
指
定�

す
る
１
日

◆
待
遇

・�

身
分　

特
別
職
国
家
公
務
員「
生

徒
」（
自
衛
官
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

・�
生
徒
手
当　

月
額
１
０
２
，５
０
０

円
を
支
給（
期
末
手
当
：
年
２
回
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
茂
原
地
域
事
務
所

　

☎
０
４
７
５-
25-
０
４
５
２

成
人
式
は
、
大
人
に
な
っ
た
こ
と

を
自
覚
し
、
自
ら
生
き
抜
こ
う
と
す

る
青
年
を
祝
い
励
ま
し
、
責
任
あ
る

自
立
し
た
社
会
人
と
し
て
、
よ
り
良

い
社
会
の
創
造
に
貢
献
し
て
い
く
決

意
を
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

と�

き　

令
和
２
年
１
月
12
日（
日
）�

午
後
２
時
か
ら

※
受
け
付
け
は
午
後
１
時
か
ら

と
こ
ろ　

町
中
央
公
民
館 

講
堂

対�

象　

平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
で
町
内
に
在
住
の
方（
平
成�

26
年
度
九
十
九
里
中
学
校
卒
業
後
、�

転
出
し
た
方
も
含
む
）

問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
係

　

☎
70-

３
１
９
３

◆
募
集
種
目

　

自
衛
官
候
補
生

◆
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

※�

た
だ
し
、
入
隊
予
定
月
の
３
カ
月

後
の
末
日
現
在
、
33
歳
に
達
し
て

い
る
方
は
入
隊
で
き
ま
せ
ん
。

◆
受
付
期
間
・
試
験
日
・
試
験
会
場

　

左
の
表
の
と
お
り
。

◆
待
遇

　

�

約
３
カ
月
の
教
育
終
了
後
、
２
等

陸
・
海
・
空
士
に
任
用

問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
茂
原
地
域
事
務
所

　

☎
０
４
７
５-

25-

０
４
５
２

来
年
２
月
に
開
催
さ
れ
る
「
２
０�

２
０
東
金
・
九
十
九
里
波
乗
り
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
」
の
出
店
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
お
も
て
な
し
ブ
ー
ス
で�

大
会
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
ま
せ
ん
か
。�

た
く
さ
ん
の
出
店
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す

◆
大
会
日
程

　

令
和
２
年
２
月
24
日
（
月
・
祝
）

◆
出
店
会
場

・�

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部　

東
金
ア�

リ
ー
ナ

・�

ペ
ア
の
部　

町
片
貝
中
央
海
岸
駐�

車
場

◆
申
込
期
限　

12
月
13
日（
金
）ま
で

※�

応
募
資
格
お
よ
び
出
店
料
、
申
し

込
み
方
法
な
ど
の
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

�

町
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育�

係
内
東
金
・
九
十
九
里
波
乗
り
ハ
ー�

フ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎
70-

３
１
９
３

　

�http://togane-99
-half.com

/

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
調
理
実
習

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
ク
リ

ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

友
達
と
一
緒
に
参
加
し
て
、
他
の�

地
区
や
学
年
の
子
と
友
達
に
な
ろ
う
。

ま
た
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
や
新�

し
い
友
達
と
過
ご
し
て
楽
し
い
思
い

出
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

と
き　

12
月
22
日（
日
）午
前
10
時
～

と
こ
ろ　

町
中
央
公
民
館

対�

象　

町
内
の
小
学
校
４
年
生
～
６

年
生

費
用　

５
０
０
円
（
１
人
当
た
り
）

※
当
日
、
受
け
付
け
時
に
集
金

申�

込
み　

12
月
２
日
（
月
）
ま
で
に

教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
係

へ
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
係

　

☎
70-

３
１
９
３

実
施
期
間

　

11
月
９
日
（
土
）
～
15
日
（
金
）

令
和
元
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

～
ひ
と
つ
ず
つ

　
　
　

い
い
ね
！
で
確
認

　
　
　
　
　
　
　
　

火
の
用
心
～

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
風
が
強
く
、

空
気
も
乾
燥
し
、
火
災
の
発
生
し
や

す
い
気
象
状
況
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層

の
普
及
を
図
り
、
火
災
に
よ
る
死
者

の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、

財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

※�

全
国
火
災
予
防
運
動
の
実
施
期
間

中
、
町
消
防
団
が
消
防
車
に
よ
り

町
内
を
巡
回
し
ま
す
。

【
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

�

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
】

一
人
ひ
と
り
が
防
火
意
識
を
持
ち
、

火
災
の
な
い
安
全
で
安
心
な
町
を
つ

く
る
た
め
、
次
の
３
つ
の
習
慣
、
４�

つ
の
対
策
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◆
３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
る

・�
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

・�

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す

◆
４
つ
の
対
策

・�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
住
宅
用

火
災
報
知
機
を
設
置
す
る

・�

寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
防
炎
品

を
使
用
す
る

・�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
住
宅
用
消
火
器
を
設
置
す
る

・�

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る

問
い
合
わ
せ

　

�

総
務
課
交
通
防
災
係

　

☎
70-

３
１
０
７

式典は成人式実行委員会
（新成人による組織）が
運営します

第
３
回

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

実
施

募開

募募

集催

集集

陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生
徒

成
人
式

陸
・
海
・
空

自
衛
官
候
補
生

東
金
・
九
十
九
里

波
乗
り
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

募
集
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

ク
リ
ス
マ
ス
会

実
施

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

受付締切 試験日 試験会場

11月15日（金） 11月23日（土）、24日（日） 下志津駐屯地

令和2年1月6日（月）令和2年1月11日（土） 松戸駐屯地

令和2年1月24日（金）令和2年2月2日（日） 木更津駐屯地

令和2年2月21日（金）令和2年2月29日（土） 習志野駐屯地



平成30年度

決算
平成30年度の決算が、九十九里町議会第3回定例会において認定
されましたのでお知らせします。

問い合わせ

歳入合計
58億

3,659万8千円

歳出合計
 55億

5,101万8千円

地方交付税
19億1,915万5千円
32.9％（▲2.7％）

26.0％（▲0.3％）

12.2％（▲12.8％）

10.4％（36.3％）

6.0％（18.9％）

33.6％（6.7％）
6.6％（1.7％）

7.4％（16.4％）

11.3％（0.4％）

12.4％（▲7.4％）
10.2％（▲0.6％）

9.3％（8.3％）

4.7％（▲8.2％）

4.5％（▲8.8％）

4.9％（9.7％）

2.8％（▲0.8％） 1.6％（▲0.4％） 3.2％（▲12.6％）

民生費
18億6,706万円

総務費
6億9,124万円

衛生費
6億2,493万7千円

公債費
5億6,634万5千円

消防費
5億1,463万7千円

教育費
3億6,915万5千円

農林水産業費
2億5,838万5千円

土木費
2億4,938万4千円

その他
4億987万5千円

町税
15億1,867万4千円

国県支出金
7億1,324万5千円

町債
6億410万円

繰越金
3億5,272万9千円

地方消費税交付金
2億8,622万円

使用料及び手数料
1億6,094万9千円

諸収入
9,423万7千円

その他
1億8,728万9千円

(カッコ内は対前年比)　

歳出　55億5,101万8千円
前年度比1億1,762万円(2.2％)の増

歳入　58億3,659万8千円
前年度比5,047万1千円(0.9％)の増

町税の内訳
・町民税
7億1,845万5千円

・固定資産税
6億4,901万1千円

・町たばこ税
1億110万5千円

・軽自動車税
4,888万4千円

・鉱産税
121万9千円

歳出その他内訳
・諸支出金 1億7,214万5千円
・商工費 1億4,478万7千円
・議会費 9,294万3千円

歳入その他内訳
・地方譲与税 7,213万7千円

24万8千円
665万9千円
2,320万円

3,757万8千円
4,746万7千円・その他交付金

・繰入金
・寄附金
・分担金及び負担金
・財産収入

一般会計

15 14

R元年11月 R元年11月

15 14

お
ら
知せ

健全化判断比率 · 資金不足比率
「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、平成30年度健全化判断比率および資金不足
比率についてお知らせします。なお、いずれの比率も基準を下回り、財政状況は健全範囲内です。

財政健全

九十九里町
の比率

早期健全化
基準
15%

20%

25%

20%

30%

35%

350%

20%

20%

経営健全化
基準

財政再生
基準

財政悪化

赤字なし

赤字なし

6.9%

67.1%

資金不足
なし

資金不足
なし

化
悪
政
財

化
悪
営
経

健 全 化
判断比率

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

農業集落排水事業

ガ ス 事 業

資金不足比率

■実質赤字比率
普通会計 ( 一般会計・給食
事業特別会計・病院事業特
別会計 ) の赤字の財政規模
に対する比率
■連結実質赤字比率
全会計の赤字の財政規模に
対する比率
■実質公債費比率
借入金返済額の財政規模に
対する比率 ( 数値が低いほど
良い )
■将来負担比率
借入金などの負債の財政規
模に対する比率 ( 数値が低い
ほど良い )
■資金不足比率
公営企業の資金不足額を料
金収入の規模と比較した比率

平成30年度の費目別 主な事業
【総務費】
▶事務機器管理費(情報管理費) 4,342万2千円

▶児童手当 1億6,567万1千円

【民生費】
▶自立支援給付事業 2億9,230万9千円
▶こども園整備事業 2億170万7千円

【衛生費】
▶東金九十九里地域医療センター事業2億487万1千円
▶家庭ごみ収集・処理事業 3,950万3千円
▶子ども医療費助成事業 3,356万5千円

【農林水産業費】
▶いわしの交流センター運営事業 1,829万円

【商工費】
▶観光振興事業 7,485万円

【土木費】
▶道路補修事業 6,318万2千円
▶橋りょう補修事業（繰越明許費） 4,502万2千円

【消防費】
▶防災施設整備事業 1億7,919万3千円
▶消防車整備費 2,273万2千円

特別会計は、特定の事業を実施する場合に、一般会計から切り離
し、その事業ごとに経理しています。

会　計　名 歳　　入 歳　　出 差引残額

給 食 事 業

国民健康保険

後期高齢者医療

介 護 保 険

病 院 事 業

農業集落排水事業

1億4,009万5千円 1億4,009万5千円 0千円

24億2,965万4千円 23億7,027万8千円 5,937万6千円

1億3,449万7千円 1億3,449万6千円 1千円

14億9,685万4千円 14億9,685万4千円 0千円

16億3,513万5千円 15億5,069万3千円 8,444万2千円

1億9,719万9千円 1億9,472万8千円 247万1千円

特別会計
企業会計は、地方公営企業法の適用を受ける公営企業の会計です。

ガス事業 収　　入 支　　出 差引残額

収 益 的 3億6,133万9千円 3億5,465万6千円 668万3千円

資 本 的 0円 4,445万4千円（※）▲4,445万4千円

※資本的収入額が資本的支出額に不足する額4,445万4千円
は、建設改良積立金、過年度分損益勘定留保資金、当年
度分消費税および地方消費税資本的収支調整額で補てん
しました。

企業会計

問い合わせ　ガス課経理係 ☎76ｰ6176

平成30年度の費目別 主な事業
【総務費】
▶事務機器管理費(情報管理費) 4,342万2千円

▶児童手当 1億6,567万1千円

【民生費】
▶自立支援給付事業 2億9,230万9千円
▶こども園整備事業 2億170万7千円

【衛生費】
▶東金九十九里地域医療センター事業2億487万1千円
▶家庭ごみ収集・処理事業 3,950万3千円
▶子ども医療費助成事業 3,356万5千円

【農林水産業費】
▶いわしの交流センター運営事業 1,829万円

【商工費】
▶観光振興事業 7,485万円

【土木費】
▶道路補修事業 6,318万2千円
▶橋りょう補修事業（繰越明許費） 4,502万2千円

【消防費】
▶防災施設整備事業 1億7,919万3千円
▶消防車整備費 2,273万2千円

特別会計は、特定の事業を実施する場合に、一般会計から切り離
し、その事業ごとに経理しています。

会　計　名 歳　　入 歳　　出 差引残額

給 食 事 業

国民健康保険

後期高齢者医療

介 護 保 険

病 院 事 業

農業集落排水事業

1億4,009万5千円 1億4,009万5千円 0千円

24億2,965万4千円 23億7,027万8千円 5,937万6千円

1億3,449万7千円 1億3,449万6千円 1千円

14億9,685万4千円 14億9,685万4千円 0千円

16億3,513万5千円 15億5,069万3千円 8,444万2千円

1億9,719万9千円 1億9,472万8千円 247万1千円

特別会計
企業会計は、地方公営企業法の適用を受ける公営企業の会計です。

ガス事業 収　　入 支　　出 差引残額

収 益 的 3億6,133万9千円 3億5,465万6千円 668万3千円

資 本 的 0円 4,445万4千円（※）▲4,445万4千円

※資本的収入額が資本的支出額に不足する額4,445万4千円
は、建設改良積立金、過年度分損益勘定留保資金、当年
度分消費税および地方消費税資本的収支調整額で補てん
しました。

企業会計

問い合わせ　ガス課経理係 ☎76ｰ6176

平成30年度の費目別 主な事業
【総務費】
▶事務機器管理費(情報管理費) 4,342万2千円

▶児童手当 1億6,567万1千円

【民生費】
▶自立支援給付事業 2億9,230万9千円
▶こども園整備事業 2億170万7千円

【衛生費】
▶東金九十九里地域医療センター事業2億487万1千円
▶家庭ごみ収集・処理事業 3,950万3千円
▶子ども医療費助成事業 3,356万5千円

【農林水産業費】
▶いわしの交流センター運営事業 1,829万円

【商工費】
▶観光振興事業 7,485万円

【土木費】
▶道路補修事業 6,318万2千円
▶橋りょう補修事業（繰越明許費） 4,502万2千円

【消防費】
▶防災施設整備事業 1億7,919万3千円
▶消防車整備費 2,273万2千円

特別会計は、特定の事業を実施する場合に、一般会計から切り離
し、その事業ごとに経理しています。

会　計　名 歳　　入 歳　　出 差引残額

給 食 事 業

国民健康保険

後期高齢者医療

介 護 保 険

病 院 事 業

農業集落排水事業

1億4,009万5千円 1億4,009万5千円 0千円

24億2,965万4千円 23億7,027万8千円 5,937万6千円

1億3,449万7千円 1億3,449万6千円 1千円

14億9,685万4千円 14億9,685万4千円 0千円

16億3,513万5千円 15億5,069万3千円 8,444万2千円

1億9,719万9千円 1億9,472万8千円 247万1千円

特別会計
企業会計は、地方公営企業法の適用を受ける公営企業の会計です。

ガス事業 収　　入 支　　出 差引残額

収 益 的 3億6,133万9千円 3億5,465万6千円 668万3千円

資 本 的 0円 4,445万4千円（※）▲4,445万4千円

※資本的収入額が資本的支出額に不足する額4,445万4千円
は、建設改良積立金、過年度分損益勘定留保資金、当年
度分消費税および地方消費税資本的収支調整額で補てん
しました。

企業会計

問い合わせ　ガス課経理係 ☎76ｰ6176

 歳入関係 　■町税／住民の皆さんや法人が町に納めるお
金■地方譲与税／国税として徴収された後、町に譲与され
るお金（地方揮発油譲与税、自動車重量譲与税など）■地
方消費税交付金／県税である地方消費税のうち、町に交付
されるお金■地方交付税／一定の行政サービスが行えるよ
うに国から交付されるお金■使用料及び手数料／公共施設
の使用料や住民票発行の手数料などのお金■国庫支出金／
町が行う特定の事業に対し国から交付されるお金■県支出
金／町が行う特定の事業に対し県から交付されるお金■繰
入金／他の特別会計や基金から繰り入れられるお金■繰越
金／翌年度の財源として繰り越したお金■町債／主に建設

事業の資金として借りるお金　 歳出関係 　■議会費／議
会の運営などに使われるお金■総務費／町役場の運営全般
に係る事務や選挙などに使われるお金■民生費／高齢者・
障害者の福祉や子育て支援などに使われるお金■衛生費／
各種検診や予防接種、ごみ処理などに使われるお金■農林
水産業費／農林水産業の振興などに使われるお金■商工費
／商工業や観光の振興などに使われるお金■土木費／道路
の整備や公園管理などに使われるお金■消防費／消防体制
の維持や災害対策などに使われるお金■教育費／学校教育
や文化・スポーツ振興などに使われるお金■公債費／借入
金（町債）の返済に使われるお金

用語解説
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問い合わせ
　総務課庶務係 ☎70-3106

九
十
九
里
町
職
員
の
給
与
な
ど
の
公
表

町職員の給与などの概要
地方公務員の給与は、地方公務員法により、国や他の地方公共団体職員
の給与、民間企業従業員の給与、その他の事情を考慮して決めることに
なっています。
九十九里町職員の給与は、人事院（国）および人事委員会（県）の勧告に
基づき、町議会の審議を経て条例で定められています。
行政サービスの担い手である町職員の給与実態などを町民の皆さんに
ご理解いただくため、その状況を公表します。
なお、詳細は町ホームページでも公表しています。

(1)職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況
新教育長就任

～就任あいさつ～
10月１日付けで教育長を拝命い
たしました藤代賢司と申します。ど
うぞよろしくお願いいたします。
近年、教育を取り巻く環境が大き

く変化する中、教育長としての職責
の重さを改めて感じております。
私は片貝小学校を退職後、近隣

の幼稚園で勤めた経験があります。
小学校入学後の１年生のイメージ
から、さぞ幼稚園は大変だろうと想
像しましたが、実際はそうではあり
ませんでした。年下の子を優しく面
倒みる年長さん、それを手本にがん
ばる年中さん、入園後１か月で見違
えるほどの成長を見せてくれる年
少さん。その時の合い言葉が「でき
ることを増やそう」でした。子ども
たちは、いろいろなことに挑戦し、
「できた！」「やった！」の声をたくさ
ん聞きました。子どもたちの力強く
生きる姿を目の当たりにし、教育の
大切さ、素晴らしさを改めて認識し
ました。
令和という新しい時代をたくま

しく生き抜く子どもたちを育み、生
涯を通した学びの環境づくりを通
して、子どもたちはもちろん、大人
を含めた一人ひとりが生き生きと
活躍できるようになることが、これ
からの社会にとって大切なことで
す。町の教育・文化の発展と充実に
寄与し、今後もさまざまな教育の場
において、一人ひとりが輝けるよう
力を尽す所存です。皆さま方のご理
解とご協力をお願いいたします。

(2)職員の初任給の状況

(1)一般行政職の級別職員数の状況
� (平成30年4月1日現在)

(2)部門別職員数の状況
� (各年4月1日現在)

(3)職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

1．職員の手当の状況について（平成30年度）

2．職員の平均給与月額、初任給などの状況(平成30年4月1日現在/単位：円)

3．職員数に関する状況について

期末・勤勉手当

期　　　末 勤　　　勉 計

6月期 1.225月分 0.90月分 2.125月分

12月期 1.375月分 0.95月分 2.325月分

計 2.600月分 1.85月分 4.450月分

職制上の段階、職務の級などによる加算措置　有

退 職 手 当

支　給　率 自 己 都 合 勧 奨・定 年

勤 続 20 年 19.6695月分 24.586875月分

勤 続 25 年 28.0395月分 33.27075月分

勤 続 35 年 39.7575月分 47.709月分

最高限度額 47.709月分 47.709月分

定年前早期退職者特例措置(2～ 20％加算)有

特殊勤務手当

感 染 症 防 疫 作 業 手 当 日額　500円

家畜伝染病防疫作業手当 日額　500円

社会福祉業務従事職員手当 日額　500円

ガス事業主任技術者手当 月額　20,000円

扶 養 手 当

子� 10,000円

その他� 6,500円

16歳～ 22歳の子がある場合の加算� 5,000円

住 居 手 当 借家の場合� 家賃に応じ限度額27,000円

通 勤 手 当
自家用車などを使用(距離に応じ)�1,000 ～ 12,200円

交通機関利用者� 1カ月に換算した定期券の額

管 理 職 手 当 職制上の段階、職務の等級に応じ� 11,200 ～ 30,300円

一般行政職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

39.9歳 310,000 333,297

区　　　分 九十九里町 県

一般行政職
大学卒 185,800 185,800

高校卒 151,500 151,500

区　　　分 経験年数
10年以上～ 15年未満

経験年数
15年以上～ 20年未満

経験年数
20年以上～ 25年未満

一般行政職
大学卒 283,700 316,800 365,500

高校卒 233,000 294,400 360,100

区分 標準的な職
務の内容

職員数
(人)

構成比
(％ )

7級 課長
主幹 12 12.4

6級 課長補佐
副主幹 10 10.3

5級 係長
主査 20 20.6

4級 副主査 17 17.5

3級 主任主事 5 5.2

2級 主事 21 21.6

1級 主事補 12 12.4

計 97 100

区　　分 職員数(人)
部　　門 29年 30年 増減数

一
般
行
政
部
門

議 会 2 2 0
総 務 32 33  1
税 務 10 9 ▲ 1
民 生 37 38 1
衛 生 10 9 ▲ 1
農林水産 7 7 0
商 工 4 5 1
土 木 10 9 ▲ 1
小 計 112 112 0

特別行政(教育) 14 13 ▲ 1
普通会計の計 126 125 ▲ 1

公
営
企
業
な
ど

下 水 道 1 1 0
国 保 5 6 1
介 護 7 6 ▲ 1
後期高齢 1 1 0
ガス事業 8 8 0
小 計 22 22 0
合　　計 148 147 ▲ 1
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九
十
九
里
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

�

（
議
案
第
14
号
）

・
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
等
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
の
制
定
に
伴
い
、

印
鑑
登
録
証
明
事
務
処
理
要
領
の
一

部
が
改
正
さ
れ
た
た
め
、「
九
十
九�

里
町
印
鑑
条
例
」
の
一
部
を
改
正
。

特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
、
旅
費
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

�

（
議
案
第
15
号
）

・
こ
ど
も
園
の
学
校
薬
剤
師
の
報
酬

額
を
改
正
す
る
た
め
、「
特
別
職
の
職

員
等
の
給
与
、
旅
費
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
を
改
正
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

�

（
議
案
第
16
号
）

・
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限

に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た

め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
の
制
定
に
伴
い
、
地
方
公
務
員
法

の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
た
め
、「
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
を

改
正
。

公
の
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て�

（
議
案
第
17
号
）

・
令
和
元
年
7
月
に
完
成
し
た
「
い

わ
し
の
交
流
セ
ン
タ
ー
」
前
の
「
ち

び
っ
こ
広
場
」
を
適
切
に
維
持
管
理

し
、公
の
施
設
と
位
置
付
け
る
た
め
、

「
公
の
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
」
の
一
部
を
改
正
。

九
十
九
里
町
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

�

（
議
案
第
18
号
）

・
千
葉
県
県
税
条
例
施
行
規
則
の
改

正
に
伴
い
、「
九
十
九
里
町
町
税
条
例
」

の
一
部
を
改
正
。

九
十
九
里
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て�

（
議
案
第
19
号
）

・
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
の
施
行
に
伴
い
、「
九
十
九

里
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
」
の
一
部
を
改
正
。

九
十
九
里
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任

免
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

�

（
議
案
第
20
号
）

・
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限

に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た

め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
の
制
定
に
伴
い
、
地
方
公
務
員
法

の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
た
め
、「
九�

十
九
里
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

服
務
等
に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
を

改
正
。

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ
き

議
会
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て�

（
議
案
第
21
号
）

・
令
和
元
年
９
月
30
日
に
前
教
育
委

員
会
教
育
長
が
任
期
満
了
し
た
こ
と

に
伴
い
、
藤
代
賢
司
氏
を
教
育
委
員

会
教
育
長
に
任
命
（
新
任
）。

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

�

（
議
案
第
22
号
）

・「
い
わ
し
の
交
流
セ
ン
タ
ー
」
の�

指
定
管
理
者
に
一
般
社
団
法
人
千
葉

県
観
光
公
社
を
指
定
。

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
議
会
の
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

�

（
議
案
第
25
号
）

・
令
和
元
年
９
月
14
日
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
佐
久
間
一
夫
氏
を
監
査
委

員
に
選
任
（
再
任
）。

平
成
30
年
度
九
十
九
里
町
一
般
会
計

継
続
費
精
算
報
告
に
つ
い
て

�

（
報
告
第
１
号
）

・
こ
ど
も
園
整
備
事
業
の
終
了
に
伴

い
、
地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
４
５

条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
会
計�

継
続
費
精
算
書
の
調
製
お
よ
び
報
告
。

平
成
30
年
度
九
十
九
里
町
健
全
化
判

断
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

�

（
報
告
第
２
号
）

・
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
第
３
条
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
、
平
成
30
年
度
の
健
全
化

判
断
比
を
報
告
。

平
成
30
年
度
九
十
九
里
町
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
の
資
金
不
足
比�

率
の
報
告
に
つ
い
て�（
報
告
第
３
号
）

平
成
30
年
度
九
十
九
里
町
ガ
ス
事
業

会
計
の
資
金
不
足
比
率
の
報
告
に
つ

い
て�

（
報
告
第
４
号
）

・
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
第
22
条
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
、
平
成
30
年
度
の
資
金
不

足
比
率
を
報
告
。

地
方
独
立
行
政
法
人
東
金
九
十
九
里

地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の
経
営
状
況
に

つ
い
て�

（
報
告
第
５
号
）

・
地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の
３
第

２
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
30
年
度

の
経
営
状
況
を
報
告
。

地
方
独
立
行
政
法
人
東
金
九
十
九
里

地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の
平
成
30
事
業

年
度
に
お
け
る
業
務
実
績
に
関
す
る�

評
価
結
果
に
つ
い
て�（
報
告
第
６
号
）

・
地
方
独
立
行
政
法
人
法
第
28
条
第

５
項
の
規
定
に
よ
り
、
業
務
実
績
に

関
す
る
評
価
結
果
を
報
告
。

議
会
定
例
会
の
お
知
ら
せ

第３回　９月議会定例会 会期　９月27日～ 10月10日

町
議
会
は
、
町
長
が
招
集
し
毎
年

３
月
、
６
月
、
９
月
、
12
月
に
開
か

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
定
期
的
に
開

く
会
議
を
「
定
例
会
」
と
い
い
ま
す
。

そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
「
臨
時
会
」

を
開
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◆
12
月
定
例
会

と�

き　

12
月
３
日
（
火
）
午
前
９
時

30
分
か
ら
開
会
予
定

と
こ
ろ　

役
場
３
階 

議
場

※�

請
願
、
陳
情
は
11
月
22
日
（
金
）

午
後
４
時
ま
で
議
会
事
務
局
に
て

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

議
会
事
務
局

　

☎
70-

３
１
３
５

本定例会では、議案 25 件・報告６件の審議と５議員からの一般質問が行われました。町長が提案した議
案などは原案のとおり可決・同意されましたので、概要をお知らせします。
※一般質問の概要については、「議会だより」でお知らせします。

令和元年度の補正予算（議案第１～５号）（追加議案第23・24号）

平成30年度の歳入歳出決算（議案第６～13号）

会計名 補正の内容 補正前 補正額 補正後

一般会計
（議案第１号）

歳入は、町税、使用料及び手数料、国庫支出金などを増額
し、繰入金を減額する。
歳出は、農林水産業費、土木費、消防費などを増額し、総
務費、民生費、商工費、教育費などを減額する。
また、「いわしの交流センター」の指定管理者候補者との
契約手続きに伴い、業務期間が５か年にわたるため債務
負担行為の設定を行う。

5,342,803 ▲ 5,895 5,336,908

一般会計
（追加議案第23号）

歳入は、繰入金を増額する。
歳出は、災害復旧費、予備費を増額する。 5,336,908 30,887 5,367,795

特
別
会
計

給食事業
（議案第２号）

歳入は、繰入金を増額する。
歳出は、総務費を増額する。 143,000 38 143,038

介護保険
（議案第３号）

歳入は、国庫支出金などを増額し、繰入金を減額する。
歳出は、総務費、地域支援事業費を増額する。 1,550,000 129 1,550,129

病院事業
（議案第４号）

歳入は、繰入金を減額する。
歳出は、総務費を減額する。 612,758 ▲ 34 612,724

農業集落排水事業
（議案第５号）

歳入は、繰入金を減額する。
歳出は、総務費を減額する。 141,000 ▲ 2,402 138,598

農業集落排水事業
（追加議案第24号）

歳入は、繰入金を増額する。
歳出は、災害復旧費を増額する。 138,598 13,120 151,718

会計名 歳入総額 歳出総額 差引額 翌年度繰越額 実質収支額

一般会計
（議案第６号） 5,836,598 5,551,018 285,580 1,391 284,189

特
別
会
計

給食事業
（議案第７号） 140,095 140,095 0 0 0

国民健康保険
（議案第８号） 2,429,654 2,370,278 59,376 0 59,376

後期高齢者医療
（議案第９号） 197,199 194,728 2,471 0 2,471

介護保険
（議案第10号） 1,635,135 1,550,693 84,442 0 84,442

病院事業
（議案第11号） 1,496,854 1,496,854 0 0 0

農業集落排水事業
（議案第12号） 134,497 134,496 1 0 1

ガス事業会計
（議案第13号）

（収益的収入）
361,339

（収益的支出）
354,656 6,683

（千円）

（千円）
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９
月
29
日
、
海
の
駅
九
十
九
里
を

会
場
に
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
は

ま
ぐ
り
大
漁
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
九
十
九
里
町
を
元
気
付

け
よ
う
と
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
ま

し
た
。
は
ま
ぐ
り
つ
か
み
取
り
で
は�

１
分
間
の
制
限
時
間
で
ロ
ン
グ
箸
を

巧
み
に
使
い
、
10
個
以
上
の
は
ま
ぐ

り
を
ゲ
ッ
ト
す
る
つ
わ
も
の
が
現
れ

る
な
ど
非
常
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

つ
か
み
取
り
し
た
は
ま
ぐ
り
は
、す

ぐ
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
会
場
で
焼
か
れ
、

大
き
く
、
甘
い
焼
き
は
ま
ぐ
り
に
来

場
者
か
ら
は
満
面
の
笑
顔
を
見
ら
れ

ま
し
た
。

10
月
５
日
、
38
回
目
と
な
る
町
短

歌
大
会
が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
59
首
の
応
募
が
町

内
外
か
ら
集
ま
り
、
講
師
の
大
塚
先

生
よ
る
講
評
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
塚
先
生
よ
り「
短
歌
は
、

世
界
に
誇
る
べ
き
日
本
の
国
民
文
学
、

万
葉
集
以
来
の
伝
統
を
絶
や
す
こ
と

な
く
こ
れ
か
ら
も
伝
え
て
い
っ
て
頂

き
た
い
」と
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

■
大
会
結
果
■（
敬
称
略
）

町
長
賞　

若
山　

達
子

　
「
山
峡
の
小
さ
き
稲
田
の

　
　

そ
れ
ぞ
れ
に
黄
金
の
稔
り

　
　
　
　
　
　
　

溢
れ
む
ば
か
り
」

町
に
住
む
お
年
寄
り
の
健
康
長
寿

を
祝
う
た
め
、
町
婦
人
会
主
催
の
敬

老
会
が
10
月
６
日
、
中
央
公
民
館
で

盛
大
に
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
約
３
０
０
人
が
集
ま
り
、

過
去
最
高
の
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て

い
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
地
区

の
社
会
福
祉
協
議
会
や
婦
人
会
、
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
ク
ラ
ブ
、
寿
会
に
よ
る�

唄
や
踊
り
・
寸
劇
・
詩
吟
な
ど
が
披�

露
さ
れ
、
時
に
は「
待
っ
て
ま
し

た
ー
！
」
と
声
を
か
け
て
い
る
方
も

い
ま
し
た
。
演
目
の
最
後
に
は
来
場

者
も
一
緒
に
な
っ
て
炭
坑
節
を
踊
り
、

た
く
さ
ん
の
笑
顔
で
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

滑るはまぐりに悪戦苦闘

作品を通して交流と親睦を深める

何歳になっても元気で楽しく

今年も9月～10月にかけて町内の小・中学校やこども園
において体育祭や運動会が開催されました。

九

31

来

十
九
里
町
に
元
気
を
！

音
に
思
い
を
乗
せ
る

場
者
も
一
緒
に

海
の
駅
九
十
九
里
復
興
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
は
ま
ぐ
り
大
漁
祭

町
短
歌
大
会

町
敬
老
会

九十九里中

9/7

九十九里小

9/14

とようみ
こども園

10/5

かたかい
こども園

10/19

片貝小

9/14

体育祭・運動会
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GIFまたはJPEG形式(動画不可)　■費用　1枠1カ
月当たり10,000円　■その他　画像は広告主が作
成(修正を依頼する場合有り)

問い合わせ　総務課秘書広報係 ☎70 3122

金
年
民
国

町ホームページバナー広告募集
町では、自主財源の確保と地域経済の活性化を
図るため、町ホームページにバナー広告を募集し
ています。ホームページをお持ちの事業所、営業
所の皆さん、ぜひこの機会にご利用ください。

■掲載場所　町ホームページトップページバナー広
告欄　■規格　縦60ピクセル×横120ピクセル、
GIFまたはJPEG形式(動画不可)　■費用　1枠1カ
月当たり10,000円　■その他　画像は広告主が作
成(修正を依頼する場合有り)

問い合わせ　総務課秘書広報係 ☎70 3122

金
年
民
国

母乳アドバイス

ちどりの里健康づくり教室 うえるかむ体操教室 はつらつシルバークラブフォローアップ教室

問い合わせ　健康福祉課高齢者福祉係 ☎70ｰ3184
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と　き　11月6日（水）、12月4日（水）
　　　　午前10時～ 11時30分
ところ　ちどりの里

と　き　11月19日（火）
　　　　午後1時30分～ 3時
ところ　保健福祉センター

と　き　11月14日（木）、28日（木）
　　　　午後2時～ 3時
ところ　つくも学遊館

①�ボウルに豚ひき肉を入れ、Ａを加えて
練り混ぜ、６等分にして丸めておく。

②�別のボウルにホットケーキミックスを
入れ、牛乳を加えて粉気がなくなるま
でよく混ぜる。ひとまとめにして薄力
粉（打ち粉）をした所に取り出し、包
丁などで６等分にして丸めておく。

③�②をひとつずつ丸くのばし、①を真
ん中に乗せて包みつまんで閉じる。
６個作る。

④�クッキングシートに乗せ、蒸気の上
がった蒸し器に入れ、強火で10分く
らい蒸す。

お手軽！肉まん
　ひき肉にしいたけや長ねぎなど、
みじん切りの野菜を加えるとよりお
いしくなります。

病気やけがの治療で輸血が必
要な人の血液を確保するのに欠
かせないのが「献血」です。
献血は、16 歳から 69 歳まで

（65 歳以上は 60 ～ 64 歳の間に
献血記録のある方に限る）で一
定体重以上の健康な人であれば
誰でもできます。献血していた
だいた人には糖尿病関連検査も
実施していますので、ご自身の
健康状態を把握するとともに、
輸血を必要としている方々の尊
い生命を救うため、皆さんのご
協力をお願いします。

と　き　11月21日(木)
　　　　�午前10時～11時45分、�

午後1時～4時
ところ　保健福祉センター

※�体調の優れない方や服用して
いる薬の種類などによっては
献血に制限があります。採血
基準に該当しない場合、献血
をご遠慮いただくことがあり
ます。
※�採血基準の詳細は、健康福祉
課健康指導係までお問い合わ
せください。
※�献血会場で、希望者に骨髄バ
ンク登録会も実施します。

問い合わせ
　健康福祉課健康指導係
　☎70-3182

九
十
九
里
郷
土
研
究
会
で
は
、

今
年
も
す
ば
ら
し
い
史
跡
見
学

旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加

さ
れ
た
会
員
か
ら
ガ
イ
ド
役
の

本
保
弘
文
氏
の
献
身
的
な
案
内

の
お
か
げ
だ
と
い
う
声
が
聞
こ

え
て
き
ま
し
た
。
今
か
ら
丁
度

40
年
前
の
昭
和
54
年（
一
九
七

九
）三
月
中
旬
の
早
春
、
私
は
こ

れ
に
似
た
経
験
を
し
て
い
ま
す
。

九
十
九
里
町
教
育
委
員
会
主

催「
佐
原
方
面
史
跡
め
ぐ
り
」の

一
泊
二
日
の
見
学
旅
行
で
す
。
見

学
地
は
北
総
地
域
と
茨
城
県
南

部
。
干
潟
町（
現
、
旭
市
）の
大

原
幽
学
遺
跡（
現
、大
原
幽
学
記

念
館
）、
香
取
神
宮
、
江
戸
初
期

椿つ
ば
き

海の
う
み

の
干
拓
に
尽
力
し
た
鉄
牛

禅
師
ゆ
か
り
の
福ふ

く
じ
ゆ
じ

聚
寺（
東
庄

県
民
の
森
内
）、
佐
原
市
内（
現
、

香
取
市
）本
町
出
身
伊
能
忠
敬

旧
宅
、
水
郷
国
定
公
園
霞
ヶ
浦

な
ど
で
す
。一
行
総
勢
22
人
。
ガ

イ
ド
役
は
、
九
十
九
里
町
誌
編

集
委
員
長（
当
時
）の
古
川
力つ

と
む

先

生
。
先
生
は
元
高
校
で
地
理
学

の
担
当
を
さ
れ
、
九
十
九
里
平

野
の
研
究
で
は
、
地
理
学
会
で

そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
話
術
の
名
手
。
さ
ら
に

郷
土
史
の
大
家
。
史
跡
見
学
旅

行
に
は
最
適
の
方
。
笑
い
を
交

え
た
そ
の
説
明
は
、
参
加
者
を

し
て
一
時
も
飽
き
さ
せ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
の
旅

も
終
日
愉
快
に
見
学
し
ま
し
た
。

写
真
は
、
宿
泊
先
霞
ヶ
浦
湖

畔
の
国
民
宿
舎
白
帆
荘
で
の
夕

食
時
で
す
。
前
列
左
か
ら
古
川

力
、中
西
三
郎
、
古
川
玄
澄
の
諸

先
生
。
後
列
左
は
、篠
崎
義
男
氏

と
筆
者
。
私
は
こ
の
三
先
生
に
、

勉
学
や
精
神
上
の
大
き
な
感
化

を
受
け
ま
し
た
。

（
九
十
九
里
郷
土
研
究
会

�

副
会
長　

齊
藤　

功
）

�

控
除
証
明
書
は
、
平
成
31
年�

（
令
和
元
年
）
中
に
納
付
し
た
国�

民
年
金
保
険
料
の
納
付
額
を
証
明

す
る
書
類
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、

年
末
調
整
・
確
定
申
告
の
際
に�

「
社
会
保
険
料
控
除
」
の
適
用
を

受
け
る
場
合
に
は
、
こ
の
控
除
証

明
書
や
領
収
証
書
を
申
告
書
に
添

付
す
る
こ
と
な
ど
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
平
成
31
年
１
月
１
日

か
ら
令
和
元
年
９
月
30
日
ま
で
の

間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し

た
方
に
対
し
、「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

が
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
令
和
元
年
10
月
１
日
か�

ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
平�

成
31
年
（
令
和
元
年
）
中
に
初
め

て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

方
に
つ
い
て
は
、
来
年
２
月
上
旬�

に
控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
場
合
に
は
、
自
身
の
社
会

保
険
料
と
合
わ
せ
て
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。
配
偶
者
や
家
族
の
負
担

す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

た
と
き
は
、
納
め
た
方
が
そ
の
保

険
料
額
を
申
告
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

紛
失
な
ど
に
よ
り
再
発
行
が
必

要
な
場
合
は
、
ね
ん
き
ん
加
入
者

ダ
イ
ヤ
ル
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
な
お
、
問
い
合
わ
せ
の
際

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
ま
た
は
基
礎

年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

�

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０-

０
０
３-

０
０
４

� 問い合わせ　健康福祉課健康指導係 ☎70-3182

赤ちゃんのママから、離乳食をなかなか食べてくれないとい
う相談が多くあります。世界保健機構（WHO）では、離乳食を
母乳栄養の補完食と位置付けていて、離乳食を始めるというこ
とは、イコール母乳からの離脱を目指すものではありません。
離乳食を食べない理由として、「お腹が空いていない」という
ことが考えられますが、母乳育児を行っている方は、母乳の回
数を減らす必要はありません。遊びを通して活動量を増やすこ
とでお腹が減るように工夫してみましょう。
ほかにも、「まだ遊びたい」ということもありますし、「食べたくない」という
こともあります。離乳食の形状や食感、味が好みではなかったり、スプーンが
嫌いな赤ちゃんもいます。離乳食を食べないことで、栄養不足が心配な場合、
赤ちゃんの機嫌がよく、発育に問題がなければ焦らずに待つことも大切です。
離乳食を食べないことでイライラせずに、家族みんなで楽しそうに食卓を囲
むこともコツかもしれません。
親子で思いきり遊んで、お腹をすかせ、楽しみながら離乳食を進めていきま
しょう。

【母乳の会】　と　き　11月7日（木）、12月4日（水）午後1時 30分～午後3時
　　　　　 ところ　保健福祉センター

国民宿舎白帆荘にて �1979.3

作り方

軽食にも！簡単おやつ献血で救える命がある 控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す

　
　
～
確
定
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告
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で
大
切
に
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管
を
～

材料（6個分）
豚ひき肉 　�  150ｇ
　　しょうが（すりおろし） 　� 小さじ1/4
　　酒 　�  小さじ１
　　しょうゆ 　�  小さじ２
　　ごま油 　�  小さじ１
　　砂糖 　�  ひとつまみ
ホットケーキミックス 　�  200ｇ
牛乳 　�  75ｇ
薄力粉（打ち粉） 　�  適量

A

⎧
⎨
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15日（日）、1月5日（日）、19日（日）、
2月2日（日）、2月16日（日）午前
10時～11時
と�ころ　つくも学遊館　
費用　無料
定員　25人（申し込み先着順）
持�ち物　動きやすい服装、飲み物、
ヨガマット（貸し出し可能）
申�込み　直接来館もしくは電話で
下記へ
問い合わせ　つくも学遊館
　☎70-3601

　展覧会のお知らせ
　『九十九里浜の網主画家 斎藤巻石』
と�き　11月19日（火）～12月14日
（土）午前10時～午後4時
と�ころ　城西国際大学水田美術館
（東金市求名1）
費用　300円、高校生以下無料
休館日　日曜日、月曜日、祝日
内�容　斎藤巻石の初期から最晩年
までの作品を年代順に展示
問�い合わせ　城西国際大学水田美
術館 ☎53-2562

　『暮らしと仕事の相談会』
　家庭の悩みや将来の不安はあり
ませんか？仕事を探している、子
育て・家族・家計の問題、介護や
住まいなどの相談をお受けします。
とき　11月8日（金）午前10時～正午
ところ　町保健福祉センター
対�応者　社会福祉士、精神保健福
祉士など
費用　無料
申込み　要予約、電話で下記へ
問�い合わせ　特定非営利活動法人
リンク ☎77-7531

　全国一斉『女性の人権
　� ホットライン』強化週間
と�き　11月18日（月）～ 22日（金）
午前8時30分～午後7時、11月
23日（土）・24日（日）午前10時
～午後5時
対�応者　千葉県人権擁護委員連合

会女性人権擁護委員、千葉県地
方法務局人権擁護課職員
連絡先　0570-070-810
問�い合わせ　千葉県人権擁護委員
連合会事務局 ☎043-247-3555

　あんとんねぇさ～ IN九十九里町
　『九十九里地域認知症家族の会』
とき　11月20日（水）午後1時～3時
ところ　ちどりの里
対�象　認知症の方（疑いを含む）を
介護している方などどなたでも
参加できます
テ�ーマ　長柄町民と「合同あんと
んねぇさ～」介護と将来に不安
をお持ちの方、共に語りましょ
う！
問�い合わせ　九十九里町地域包括
支援センター ☎76-5713

　『心の健康に関わる家族研修会』
とき　11月20日（水）午後2時～4時
と�ころ　山武健康福祉センター3階
大会議室
対�象　精神障がい者家族・当事�
者・関係機関職員・支援者・関
心のある方など
定員　70人程度
講�師　やきつべの径診療所　精神
科医　夏苅郁子氏
申込み　電話で下記へ
問い合わせ　のぞみ会事務局 
　☎88-3167（沼袋まで）

　『心の講演会』
とき　12月1日（日）午後2時～4時
ところ　東金イオン3階
テーマ　トラウマについて
講�師　メンタルコミュニケーショ
ンリサーチ理事　深谷篤史氏（臨
床心理士・公認心理士）
費用　無料
定員　70人
問�い合わせ　ピアサポートセン
ターげんき
　☎080-3010-0357（一ノ宮まで）

　『ちばハートフル・ヒューマン
　� フェスタ2019』
とき　12月6日（金）午後1時～4時

ところ　千葉市民会館
内�容　サヘル・ローズ氏（女優、タ
レント、キャスター）の講演、千
葉県警察音楽隊コンサートなど
申�込み　往復はがきに住所、氏名、
電話番号、希望人数（1通につき
2人まで）の他、託児サービス、手
話、要約筆記通訳、車いすの使用
希望などを記入のうえ下記へ
※詳細は問い合わせください。
問�い合わせ　ちばハートフル・
ヒューマンフェスタ事務局
　☎043-223-2348
　〒260-0855 千葉県庁内郵便局留

　『税理士による無料税務相談』
と�き　11月6日（水）、20日（水）午
前10時～午後3時
ところ　東金商工会館3階
申込み　要予約、電話で下記へ
問�い合わせ　千葉県税理士会東金
支部 ☎50-6322

　11月15日～令和2年2月15日
　『狩猟期間が始まります』
　狩猟者の皆さんは、マナーを守
り安全な狩猟に努めましょう。
また、住民の皆さんも山林や原野
に立ち入る場合には、狩猟者が確
認しやすいように、赤やオレンジ
などの目立つ色の服装を着用する
など、十分に注意しましょう。
問い合わせ　山武地域振興事務所
　☎55-3862

　『11月の移動交番車開設』
ス�ーパーランドローム　1日（金）、
20日（水）午前10時～11時30分
海�の駅九十九里　12 日（火）、22 日
（金）午後2時～3時
ふ�るさと自然公園駐車場　14日（木）
午前10時～11時30分
真�亀川総合公園　15日（金）、29日
　（金）午後2時～3時

や�すらぎの家　20日（水）午後2時
～ 3時
問い合わせ　東金警察署
　☎54-0110

　『東金警察署＠安全・安心
　� ツイッター』
　東金警察署では、一昨年11月か
ら管内で身近に発生している不審
者からの声掛けやつきまといなど
の情報を始め、電話ｄｅ詐欺防止
のため最新のだます手口の紹介、
行方不明者の情報、管内学校通学
路における見守り活動状況など、
地域の安全に関する情報をいち早
く発信するため、「東金警察署＠安
全・安心ツイッター」を開設して
います。
　是非、この機会にフォローして、
防犯活動に役立ててください。
問い合わせ　東金警察署
　☎54-0110

　『千葉県生涯大学校 入学生募集』
応�募条件　健康、仲間づくり、社会
参加に興味のある県内在住の60
歳以上の方
募�集期間　11月8日（金）～ 12月
27日（金）
願�書配布　生涯大学校各学園、町
健康福祉課、山武地域振興事務
所、山武健康福祉センター（各保
健所）、県庁高齢者福祉課（郵送
希望の方は140円切手を貼った返
信用角2封筒を同封し下記へ）
問い合わせ　千葉県生涯大学校
　☎043-266-4705 〒260-0801
　千葉市中央区仁戸名町666-2

　『普通救命講習』
と�き　11月9日（土）午前9時～正午
と�ころ　山武郡市広域行政組合消
防本部（東金市家徳384-2）
内�容　AEDを使用した心肺蘇生法
を中心とした、応急手当の知識・
技の習得
対象　13歳以上
費用　無料
定員　40人（先着順）
申�込み　11月7日（木）までに住所・

氏名・生年月日・電話番号を下
記へ
※�当日の持ち物など詳細は下記へ
問�い合わせ　山武郡市広域行政組
合消防本部警防課 ☎52-8752

　犯罪被害者週間
　『千葉県民のつどい』
とき　11月24日（日）午後1時～
ところ　千葉市生涯学習センター
費用　無料
内�容　犯罪被害者遺族による講演
や被害者支援音楽会
申��込み　氏名、年齢、電話番号、人
数を電話、ファクスなどにより
下記へ
問�い合わせ　千葉犯罪被害者支援
センター ☎043-225-5451
　 043-225-5453

　『農地利用意向調査』
　農業委員会では農地法に基づ
き、毎年1回、町内農地の利用状況
について現地調査を行っています。
9月から10月にかけて調査を実施
した結果、1年以上耕作がされてい
ない農地のうち再生可能な農地の
所有者に対し、今後の利用意向に
ついて調査を順次行いますので、
ご理解ご協力をお願いします。
問い合わせ　農業委員会事務局
　☎70-3173

　『住民基本台帳ネットワーク
　� システムが一時停止します』
　住民基本台帳ネットワークシス
テム機器の入れ替えに伴い、下記
期間は住基ネットを利用した業務
を行うことができません。
　ご迷惑をお掛けしますがご理解
とご協力をお願いします。
停止期間　11月15日（金）
停�止業務　①住民票の写しの広域
交付②住基カード・マイナンバー
カードを利用した転出・転入届
③マイナンバーカードの交付業
務など④公的個人認証（電子証
明）発行業務など
問い合わせ　住民課住民係
　☎70-3151　

　『航空科学博物館イベント』
■航空キッズアート展
と�き　11月1日（金）～12月1日（日）
ところ　航空科学博物館体験館
内�容　園児・小学生の航空に関す
る絵画や工作作品などを展示
問い合わせ　航空科学博物館
　☎0479-78-0557

　千葉県生涯大学校『外房学園祭』
と�き　11月16日（土）午前10時～
午後4時、17日（日）午前10時～
午後2時30分
と�ころ　外房学園茂原校舎（茂原市
本小轡319-1）
内�容　写真や陶芸作品などの展示、
野菜などの販売、パソコンで名刺
作り・健康麻雀などの体験、落語・
民謡などの芸能
問い合わせ　外房学園茂原校舎
　☎0475-25-8228

　『映画会のお知らせ』
と�き　11月17日（日）午後1時30分
～ 3時30分
ところ　町中央公民館
費用　無料
上�映作品　「ミッキーの消防隊」
「プルートの恋の季節」「みんな
友達」「くまのおいしゃさん」ほ
か4作品
問�い合わせ　山武郡市視聴覚教材
センター ☎54-0254

　つくも学遊館講座『日曜の朝ヨガ』
と�き　11月17日（日）、12月1日（日）、

催し
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ガイダンス（要予約）
　毎週金曜日　18時～
　毎週土曜日　14時～
　毎週日曜日　10時～
フラダンス教室
　毎週木・土曜日　 9時30分～
卓球サークル
　毎週木曜日　18時～
　毎週水曜日(初心者)　14時～
健康アップ体操教室
　11/8（金）、22日（金）　10時～
問い合わせ
　フィットネスつくも 
　☎70-3605

♥かたかいこども園♥
　11/5（火）、19（火）10時～11時
♥とようみこども園♥
　11/12（火）、26（火）10時～11時

問い合わせ
　かたかいこども園 ☎76-2468
　とようみこども園 ☎76-4615

11/5・12・19・24・26・12/3
問い合わせ
　つくも学遊館 ☎70-3601

つくも学遊館休館日

フィットネスつくも

こども園の開放

開館日時　平日9時～17時
休館日　土曜日・日曜日・祝日
※団体利用可（要事前申請）

問い合わせ
　健康福祉課高齢者福祉係 ☎70-3184

11/1～8・11・18・25・12/2
～図書室新刊案内～

『命あれば』
� 瀬戸内　寂聴
『アスリーツ』
� あさの　あつこ
『百舌落とし』
� 逢坂　剛
問い合わせ
　中央公民舘 ☎76-4116

ちどりの里

中央公民館休館日

歌壇　　　� 町短歌同好会
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相談名 相談日 時　間 場　所 問い合わせ・申込み

心配ごと 27 10時～15時 保健福祉センター 社会福祉協議会
☎70-3163

弁 護 士 20 13時～16時 保健福祉センター 社会福祉協議会
☎70-3163要予約

何でも相談
（人権・行政） 12 10時～15時 保健福祉センター 社会福祉協議会

☎70-3163

教 育 毎週　
火・木・金 10時～15時 中 央 公 民 館 教育委員会事務局

☎70-3193電話相談可

健 康 12、28 13時～15時 保健福祉センター 健康福祉課
☎70-3182

乳 幼 児 20 13時～14時30分 保健福祉センター 健康福祉課
☎70-3182

消費生活 5、12、
19、26 9 時～正午 役 場 応 接 室 産業振興課

☎70-3177

交通事故 20 10時～15時 役 場 応 接 室 総務課
☎70-3107

業　務　名 実　施　日 時　間 備　考

腸 内 細 菌 検 査 5、12、19、26 9時～11時 有　料

エ イ ズ 検 査
Ｂ型Ｃ型肝炎検査 14、28 13時～14時 予約制

親と子の心の相談 月一回 午後 予約制

心 の 健 康 相 談
6、20 14時30分～16時30分 予約制
13、27 14時～16時 予約制

DV（ ド メ ス テ ィッ ク
バ イオレンス ）相 談

11、18、25 9時～17時 予約制
平日(専用☎54-2388) 9時～17時 電話相談

障 害 者 差 別 相 談 平日(専用☎54-3556) 9時～17時 電話相談

会場　山武健康福祉センター ☎54-0611

定例相談 

山武健康福祉センターだより 

※当番医は変更になる場合があります。 ※専門以外のときは、診療できない場合があります。
※昼休み時間については、各医療機関にお問い合わせください。

夜間急病診療所 20時～23時・年中無休 ☎50ｰ2511

診療時間　9時～17時
　問い合わせ (テレホンガイダンス) ☎ 50-2531休日当番医 

月　日 九十九里・東金・大網 山武・芝山・横芝光

11/3 ま す ほ 内 科 ク リ ニ ッ ク
70-8800（ 大網 ）

高 橋 医 院
82-2450（ 山武 ）

11/4 西 田 医 院
53-1393（ 東金 ）

日 向 台 ク リ ニ ッ ク
88-1491（ 山武 ）

11/10 とうがね中央糖尿病腎クリニック
54-2421（ 東金 ）

髙 根 病 院
0479-77-1133（ 芝山 ）

11/17 ふるがき糖尿病循環器クリニック
70-0801（ 大網 ）

吉 田 ク リ ニ ッ ク
82-0481（ 山武 ）

11/23 城 西 ク リ ニ ッ ク
52-8181（ 東金 ）

山 崎 医 院
0479-82-0561（ 横芝光 ）

11/24 は に や 内 科
70-1500（ 大網 ）

花 城 医 院
0479-86-2233（ 山武 ）

12/1 不 動 堂 ク リ ニ ッ ク
76-7737（ 九十九里 ）

さ く ら ク リ ニ ッ ク
0479-84-4333（ 横芝光 ）

（9月分）

納期のお知らせ

町税の休日納税・相談窓口
11月24日（日）
9時～16時（正午～13時を除く）
※納税は便利な口座振替をご利用ください。

ところ　税務課窓口
問い合わせ　
　税務課徴収係 ☎70-3143

ガス料金の口座振替

滞納処分実施状況

10月分　11月7日（木）
11月分　12月9日（月）
問い合わせ
　ガス課経理係 ☎76-6176

差 押 件 数27件
（預貯金、給与、不動産など）

12月2日（月）納期限
国民健康保険税（第5期）
後期高齢者医療保険料（第5期）
介護保険料（第5期）
給食費（11月分）

問い合わせ　
　税 務 課 徴 収 係 �☎70-3143
　住民課国保年金係� ☎70-3236
　健康福祉課高齢者福祉係� ☎70-3184
　教育委員会事務局学校給食係� ☎76-2274

受付　平日8時30分～15時
　(電話にて予約してください)
交�付日時　予約した日の直近の土曜
日の8時30分～正午
※�土曜日当日に申請受付はできませ
ん。詳しくは下記へ

問い合わせ
　住民課住民係 ☎ 70-3151

11月21日（木）19時～20時
訪�問対象　町内にお住まいの5～10
人程度のグループ
申�込み　人数、場所、対話内容を取り
まとめ11月14日（木）までに下記へ
問い合わせ　
　総務課秘書広報係 ☎ 70-3122

11/1(金 ) 	 定例教育委員会
　 6(水 )	 農業委員会総会
　17(日 )	 町ＣＵＰバレーボール大会
　24(日 )	 町親睦ゴルフ
	 町税の休日納税・相談窓口

土曜日に住民票の取得ができます

町長の現地訪問

町のカレンダー　(予定)

町の人口・世帯数
10 月１日現在（前月比）
人口 １５，７２１人 （－４２）

男 ７，８１８人 （－２３）

女 ７，９０３人 （－１９）

世帯数 ７，１０７世帯 （－１４）

氏　名 年齢  地　区

村 井 　 弘 文 ８５ 作 田 納 屋

亀 崎 小 太 郎　８６ 粟 生 新 田

古 川 　 泰 和 ８３ 須　　　原

大 井 き ぬ 子 ７７ 須　　　原

奥 村 　 孝 志 ７７ 真　亀　上

齋 藤 　 清 子 ８２ 屋　　　形

井 上 　 文 子 ９５ 作 田 納 屋

ご冥福をお祈りします。

届出時に配布している掲載確認で「希望しま
す」と返信をいただいた方を掲載しています。

おくやみ （敬称略）

日 月 火 水 木 金 土
☆18日（月）は、「いちごクラブ」のため支援センターは午後からのご利用（保健福祉センター）になります。
※�いちごクラブとは心理・身体的での発達に不安がある子どもへの対応に困難を感じていたり、集団での活動（遊び）
に不安を感じる親子を対象に行っている親子遊び中心の教室です（登録制）。

☆13日（水）は「親子リトミック」、25日（月）は「落ち葉や木の実を使って作ってみよう」です。※予約制
※「すくすくひろば」は０歳から２歳くらいまでのお子さんとおうちの方が対象です。（午前）
※「わんぱくひろば」は３歳から６歳くらいまでのお子さんとおうちの方が対象です。（午後）
※あそぼあそぼうは絵本の読み聞かせや体操をします！

子育て支援センター
休

おもちゃ図書館

つくも学遊館 子育て支援センター 子育て支援センター
休 休 すくすくひろば

（10時～正午）
保健福祉センター

休

子育て支援センター

わんぱくひろば
（13時～15時）
保健福祉センター

講座
親子リトミック

（11時～11時30分）
子育て支援センター 子育て支援センター 子育て支援センター

休 休

いちごクラブ
（10時～正午）
保健福祉センター 子育て支援センター

おもちゃ図書館

つくも学遊館

すくすくひろば
（9時30分～正午）
子育て支援センター

身体測定

子育て支援センター
休 休

講座
落ち葉や木の実を使って作ってみよう
（11時～11時30分）
子育て支援センター

あそぼあそぼう
（11時～）

保健福祉センター

おはなし玉手箱
（11時～11時20分）
子育て支援センター

お誕生日会
（11時～）

子育て支援センター
休

わんぱくひろば
（13時～15時）
保健福祉センター

休

子育て支援センター 開館時間　9時30分～15時30分

問い合わせ　子育て支援センター ☎080-5927-9976

※受付は14時30分まで。事前に予約が必要です。
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11月号の表紙は復興支援チャリティーはまぐり大漁祭の様子。来場客の方から「九十九
里町がんばってね！」と声を掛けられ、パワーをもらいました。これからも町民の皆さんに大切な情
報を届けられるようにがんばります！　

有料 広 告 募 集 中
広報くじゅうくりでは、有料広告を募集しています。
宣伝 · 求人などに活用してみませんか？
1コマ 縦 40mm ×横85mm　10,000 円 / 月

※詳細はお問い合わせください。

▼　広　告　欄　▼

九十九里町スポーツ教室
種目：バドミントン

問い合わせ　
　教育委員会事務局社会教育係　☎70-3193

講師
　片山　卓哉　氏

越谷南高、中央大を経て、
ＮＴＴ東日本に在籍。Ｎ
ＴＴ東日本在籍時には、主
力選手として全日本総合
バドミントン選手権男子

ダブルスを２度優勝、また日本リーグでも優勝
し、日本代表へ選出。現役引退後は理学療法士
の資格を取得し、現在は埼玉県川口市にてコン
ディショニングルームＫＡＴＡＹＡＭＡを運
営。全国で指導者講習会やトレーニング指導、
講演なども積極的に行う。また、リオ五輪バド
ミントン女子シングルス銅メダリストの奥原希
望選手をはじめ、数多くのバドミントン日本代
表選手のトレーナーも兼務している。

■と　き　【１回目】12月1日（日）
　　　　　【２回目】令和２年１月18日（土）
　　　　　・午前の部（基本的指導）
　　　　　　午前10時～（受付は午前9時30分～）
　　　　　・午後の部（基本～応用的指導）
　　　　　　午後 1時～（受付は午後0時30分～）
　　　　　※１回目、２回目とも同じ時間で実施

■ところ　【１回目】九十九里高等学校体育館
　　　　　【２回目】九十九里中学校体育館

■対　象　小学生以上

■参加費　500円

■申込み　�11月20日（水）までに教育委員会事務局
社会教育係まで


